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　沖設だ．軍．験数を　横本議意見の
　　　　　　　　一沖縄な地支しの史沖定士会見をr文
縄かどで配’体案縄意’のでのつ集部
のら’す一の多験との見飽も撒け団科
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々訴えま・・でのがて々撤議様を数決省
のえった’県証後に回会の求一科Lは
訴にて’軍民一言担としで．息め書に二
え真基米事がしにっ’ 煬ｩるかつO
は蛮地軍基命て伝て一教同書意らいO
・．に機再地をきえ、r科様が見記て八
百耳能編の失一たる集書の可喜述・年
びを一の　の集一い　も　こ　団　の意決が　が　r度

か傾強・・な中・のと自当見さ二剤目か
のけ化かな筆でが決該書れ度院本ら
沖るがでど舌す私L記がてに・軍使
縄必図基にに。たは述可いわ惨に用
　要　　　　　　　を・戦　ら鑑よ尽沖ち思．　決また正よさ
のがれのりく縄のい元さす・っさるれ
　あ　　　、　　　　に　　。よて整しは責一出れ’て一れ強る一り　　　　　　　　も　　　　　　一』っ　い理事がか務す　は一ま可一ま制局　一ま　　　　　　　　どな　る・故た．ってご　じ・一た．決しま校
　す　　　　　　　す　　、悲。よ縮・いてあと㌔．め　さた．一た日
惨　　う小事犠のるも　て東れ。は本　　　　　　L　と　＿、な　にが件社日．痛　い只’　こ命史　　　　　　　　を戦　も謹なを米（苦要ま都沖れ全教
令　見わど一強戦神な蛙す国縄には科
　　　　　　　　口肩を　受れのい争縄体し。立県対一断書
繰けな危らで県験ま文帝四し定の
り　らが陰れ国議で・す・部’十’で検
返れらにた．内会あ。科東一・沖き定
し　一’’さ地唯意り　学久の縄牟に
て　犠辺らで一・見な　省留す県いお
は　牧野さす一の書が　が来べ議Lい
な　が古れ。地）ら　早市一て会とて’
ら一　集新続戦上と’　急．をのでの’
な　中基け後戦し門　には市は検沖
い　す地でもを・て史　ごし町検定縄
と　る建・き米経多実　のめ村定意・戦
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